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　完成後の地圧の作用による山岳トンネルの変状の一形態

として路盤隆起がある。高速で列車が走行するトンネル

地山で発生したせん断破壊によりくさび状にブロック化し

た領域が上方に抜けあがるようにして発生すること，路盤

ロックボルトにより路盤下の地山の破壊が防止され弾性状

態に維持されることにより隆起が抑制されることが分かっ

た。また，模型実験と数値解析の結果に基づき，路盤ロッ

クボルトの標準設計を提案した。標準設計により，設計者

の負担が緩和され，また，合理的な設計が可能となる。

山岳トンネルの路盤隆起補強工の効果と
その設計手法
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図　山岳トンネルの路盤ロックボルトの標準設計（模式図）
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や，建築限界余裕量が小さなト

ンネルでは，路盤隆起が大きな

問題となる。対策としては路盤

ロックボルトが採用される場合

が多いが，変状抑制効果や効果

的な配置・寸法等の仕様が不明

であった。筆者らは，路盤ロッ

クボルトに着目し，補強メカニ

ズムの解明や設計法の確立のた

めに，事例調査，模型実験，数

値解析による研究を行った。そ

の結果，路盤隆起は，路盤下の


